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『
目
覚

典

拠

草

し

の

l
l
a
『
宝
物
集
』

『
沙
石
集
』

一
、
は
じ
め
に

『
目
覚
し
草
』
(
巻
数
上
下
二
巻
二
冊
)
は
、
通
説
に
作
者
を
烏
丸
光
広
に
擬
し
、
そ

の
内
容
及
び
構
成
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
既
に
早
く
、
水
谷
不
倒
氏
が
『
新
撰
列
伝
体
小

説
史
』
(
『
水
谷
不
倒
著
作
集
』
第
一
巻
)
で
「
光
広
が
世
上
見
聞
に
対
す
る
感
想
又
批

評
の
随
筆
で
あ
る
。
大
体
『
枕
草
子
』
『
徒
然
草
』
に
類
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
む
し
ろ

『
枕
草
子
』
の
軽
調
短
文
に
倣
っ
た
作
風
で
あ
る
。
」
と
評
し
、
深
沢
正
憲
氏
が
『
近
世

国
文
学
』
(
第
一
輯
〉
で
、
詳
細
な
光
広
伝
の
研
究
と
と
も
に
、
こ
の
書
を
翻
刻
し
、
そ
の

解
説
に
「
文
化
評
論
的
な
随
筆
と
い
う
点
で
は
枕
草
子
、
徒
然
草
な
ど
に
類
す
る
と
い
へ

る
け
れ
ど
も
、
全
体
的
な
雰
囲
気
と
構
成
と
は
寧
ろ
方
丈
記
を
継
承
し
て
ゐ
る
」
と
論
及

し
、
ま
た
最
近
で
は
長
尾
高
明
氏
が
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
(
仮
名
草
子
編
日
)
の
こ

の
書
の
影
印
に
附
し
た
解
説
で
「
『
徒
然
草
』
に
倣
っ
た
随
筆
」
で
「
往
古
を
理
想
と
す

る
考
え
を
基
盤
と
し
た
当
世
批
判
が
多
く
み
ら
れ
る
が
・
・
・
そ
の
批
判
に
は
鋭
い
も
の
が
各

所
に
認
め
ら
れ
」
る
と
説
く
の
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
先
行
の
随
筆
作
品
に
倣
い
、
近

世
初
期
の
世
相
に
対
す
る
批
判
を
含
ん
だ
評
論
的
随
筆
と
い
う
評
価
を
一
般
的
と
し
て
い

る
。
確
か
に
、
『
目
覚
し
草
』
が
そ
の
表
現
、
内
容
、
構
成
の
上
で
、
『
枕
草
子
』
『
徒

然
草
』
『
方
丈
記
』
か
ら
そ
の
文
章
、
語
句
を
随
所
に
借
り
、
ま
た
そ
れ
ら
に
倣
っ
た
事

実
は
右
の
引
用
文
中
で
三
氏
が
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
書
の
表
現
及

び
内
容
に
改
め
て
検
討
を
加
え
た
結
果
明
ら
か
に
で
き
る
こ
と
は
、
先
に
言
及
し
た
三
随

筆
作
品
の
外
に
、
実
は
、
こ
の
書
の
倣
っ
た
作
品
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
作
品
名
を
ま
ず
掲
げ
る
な
ら
ば
、
倣
っ
た
内
容
と
構
成
と
の
は
な
は
だ
し
さ

の
点
で
『
宝
物
集
』
を
、
ー
部
分
的
な
叙
述
の
内
容
と
引
用
挿
ス
さ
れ
た
語
句
や
和
歌
及
び

説
話
を
総
合
し
た
そ
の
依
拠
の
多
さ
の
点
で
『
沙
石
集
』
を
、
ま
た
こ
の
他
の
引
用
語
句

と
説
話
の
面
で
も
『
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
』
『
太
平
記
』
『
十
訓
抄
』
を
、
そ
れ
に
他
の

つ

し、

て

『
心
学
五
倫
書
』
と
の
関
係
|
|浦

邦

夫

(
昭
和
五
十
年
十
月
三
十
一
日
受
理
〉

挿
入
和
歌
の
面
で
の
『
千
載
和
歌
集
』
(
一
首
、
括
狐
内
の
数
は
『
目
覚
し
草
』
に
引
用

挿
入
さ
れ
た
数
で
あ
る
。
な
ほ
以
下
の
記
述
に
お
い
て
は

n
和
歌
集
u

を
省
略
す
る
。
)
、

『
新
古
今
集
』
(
一
首
〉
、
『
玉
葉
集
』
(
一
首
)
、
『
金
葉
集
』
(
一
一
一
首
)
、
『
詞
花
集
』

(
四
首
〉
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
加
え
て
言
え
ば
世
相
見
聞
に
関
す
る
批

判
的
叙
述
に
は
近
世
初
頭
の
成
立
が
推
測
さ
れ
る
『
心
学
五
倫
書
』
も
し
く
は
『
仮
名
性

理
』
に
典
型
的
な
儒
教
観
か
ら
そ
の
批
判
の
視
座
を
得
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
小
摘
は
右
で
指
摘
し
た
作
品
群
と
『
目
覚
し
草
』
と
の
関

係
を
考
証
す
る
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
る
。

『
宝
物
集
』
と
の
関
係

『
目
覚
し
草
』
が
『
宝
物
集
』
に
従
い
、
そ
の
叙
述
内
容
を
そ
の
ま
ま
自
身
の
叙
述
内

容
と
し
た
ほ
と
ん
ど
は
、
『
目
覚
し
草
』
の
上
巻
に
集
中
し
、
上
巻
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
を

占
め
る
。
そ
の
中
で
最
も
顕
著
で
広
範
に
取
り
込
ん
だ
部
分
を
ま
ず
掲
げ
よ
う
と
思
う

が
、
そ
れ
は
愛
別
離
苦
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
を
そ
っ
く
り
借
り
て
、
『
目
覚
し
草
』
が

愛
執
妄
念
の
苦
悩
と
し
て
別
離
を
叙
述
し
た
個
所
で
あ
る
。
両
者
の
叙
述
を
左
に
対
照
し

て
示
す
。『

目
覚
し
草
』

忍
ヒ
子
ノ
泊
色
ニ
出
テ
、
富
士
ノ
高
線

-
一
カ
カ
ル
白
雲
ニ
ヨ
セ
テ
、
心
空
ナ
ル
事

〈

1
)

ヲ
知
セ
、
室
ノ
八
嶋
ノ
煙
-
一
陣
営
へ
テ
息
ヒ

ニ
モ
ユ
ル
コ
ト
ヲ
云
程
ニ
、
前
ノ
世
ノ
契

リ
有
ケ
ル
中
ナ
レ
ハ
、
ミ
ト
ノ
マ
ク
ハ
ヒ

〈

2
)

-
一
枕
珍
ク
テ
語
ラ
フ
税
-
一
、
更
行
グ
鐙
明

『
宝
物
集
』

か
く
て
色
好
の
う
ら
み
に
も
ゆ
る
事
を

〈

1
〉

〈

2
)

室
の
八
嶋
の
煙
に
よ
せ
て
、
明
行
鳥
の
音

を
か
こ
ち
、
あ
か
ぬ
別
を
も
よ
ほ
す
事
を

暁
の
わ
か
れ
と
い
へ
り
。

(
挿
入
証
歌
を
省
略
)
・
:
・

:ω

〈

4
〉

又
人
め
し
げ
き
中
の
一
夜
を
だ
に
あ
か
ぬ
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2 

ハ
5
V

も
剖
ひ
の
わ
か
れ
と
は
い
ふ
な
り
。

(
歌
を
省
略
〉
・
:
:
・
伺

ハ
6

〉

i
l
l
a
-
-
l
l
1
1
1
ー
ト
げ
し
~

制
割
削
ま
だ
夜
ふ
か
く
も
立
わ
か
れ
、
相

捌
刷
闘
剖
樹
叶
川

d
d州
制
矧
削
剥
U
劃

を
|
州
制
州
制
州
判
と
い
へ
り
。

(
歌
を
省
略
)
:
:
:
ω

山
川
ド
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1仏
同
ド
l

モ

ぶ

こ

と

〈

異
国
の
蘇
武
が
胡
国
に
と
ら
は
れ
、
本
朝

仏
窮
が
さ
つ
ま
か
た
へ
な
が
さ
れ
し
も

ハ
刊
〉

|
|
I
l
l
i
-
-

制
劃
判
叫
』
だ
度
古
郷
に
帰
る
。
た
だ
さ

(
U〉

|
|
l
i
l
i
-
-
-

り
て
岡
引
叫
剖
剖
き
別
は
猶
か
な
し

0
或

(ロード
I
l
l
i
-
-
1
1
I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
1
1ー

は
親
に
は
な
れ
子
に
お
く
れ
、
或
は
夫
に

わ
か
れ
萎
を
う
し
な
ひ
、
或
は
主
君
師
匠

(

日

〉

l

1
1
1

ょ

し

た

か

け

ん

と

く

に
わ
か
れ
り
。
藤
原
少
将
義
孝
の
父
謙
徳

公
に
離
て
よ
め
る
。

タ
ま
暮
こ
し
け
き
庭
を
な
が
め
つ
L

の
業
と
と
も
に
落
る
一
波
か
。

『目覚し草』の典拠について

行
鳥
ノ
聾
-
一
心
迷
ト
ヒ
、
ム
ツ
コ
ト
モ
不

尽
ヲ
暁
ノ
別
ト
云
侍
リ
。

(
挿
入
証
歌
を
省
略
〉
・
:
:
ω

是
迄
ハ
人
ヲ
カ
タ
ラ
ヒ
明
シ
ヌ
。
此
幕
ヲ

待
へ
キ
事
ナ
レ
ハ
イ
ト
ヲ
シ
キ
程
ニ
ハ

何
は
ν
|
|
|
I
l
l
i
-
-
I
l
l
i
-
-

侍
ラ
ザ
リ
。
人
目
シ
ケ
キ
中
ノ
一
夜
ヲ
タ

ハ
5
)

ニ
モ
明
サ
ヌ
コ
ソ
哀
ナ
レ
。
是
ヲ
ヨ
ヒ
ノ

別
ト
ハ
申
へ
キ
也
。

〈
歌
を
省
略
)
:
:
:
ω

門

6
〉

都
ヲ
立
別
ル
L
人、

木

ア
ツ
マ
チ
ノ
サ
ヤ
ノ

(
7〉

中
山
思
ヒ
ヤ
ラ
レ
テ
、
相
坂
ノ
関
路
ヲ
越

レ
ハ
、
古
里
ハ
イ
ツ
シ
カ
恋
敷
ソ
侍
ナ

ル
。
是
ヲ
ヒ
ナ
ノ
別
ト
ハ
申
也
。

(
歌
を
省
略
〉
・
:
・

:ω

幾
雲
井
ト
モ
知
ラ
ヌ
浪
ヲ
ワ
ケ
テ
他
州

ハ
9
V
-
-
-
1
1
1
1
-
-

迄
行
別
モ
侍
リ
。
・
:
鬼
界
カ
鴎
ニ
侍
リ
ケ

川
刷
、
未
タ
イ
キ
タ
ル
由
ヲ
読
テ
母
ノ
モ

ト
へ

(
歌
を
省
略
)

(
8
)
 

劇
到
刑
制
岡
引
罷
リ
テ
十
九
年
迄
帰
ラ
サ

リ
ケ
ン
モ
、
都
ハ
恋
シ
ク
侍
リ
ケ
ン
カ

シ
。
・
:
是
迄
ハ
イ
キ
テ
別
ナ
レ
パ
、
又

《凶

)

(

U

〉

行
逢
フ
事
モ
侍
リ
ナ
ン
。
長
キ
別
レ
コ
ソ

剖
制
覇
4
倒
川
。
老
少
不
定
ノ
堺
ナ
レ

ハロ
v

ハ
、
親
ニ
モ
後
レ
、
子
ニ
モ
別
、
妻
ニ
モ

別
レ
、
男
ニ
モ
後
レ
、
主
ニ
モ
別
レ
、
師

ニ
モ
別
ル
L
人
多
ク
侍
リ
。
:
:
:
老
少
不

定
ノ
習
ナ
レ
ハ
、
子
ζ

後
ル
L
人
多
ク
侍

ル
メ
リ
。

、，

(
歌
を
省
略
)

一
条
摂
政
伊
予
御
子
先
小
将
挙
資
、
後
ノ

州
矧
調
剰
ト
テ
ト
キ
メ
キ
給
君
達
御
座

キ
。
モ
カ
サ
ヲ
煩
ヒ
テ
同
日
失
セ
給
ニ
ケ

こ
の
対
照
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
目
覚
し
草
』
の
別
離
の
叙
述
順
序
1
暁
の
別
れ
↓
宵

の
別
れ
↓
都
の
別
れ
↓
他
郷
へ
行
く
別
れ
↓
死
別
の
順
序
と
そ
の
条
々
に
お
け
る
文
辞
、

ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
別
れ
に
証
歌
を
添
え
る
方
法
は
『
宝
物
集
』
の
愛
別
離
苦
の
叙
述
の
あ

り
か
た
を
ほ
と
ん
ど
ま
る
取
り
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
『
宝
物
集
』
が
各
の
別
離
に
添

え
た
証
歌
は
『
目
覚
し
草
』
に
お
い
て
は
郎
の
別
れ
の
証
歌
を
除
い
て
、
他
の
各
別
離
の

内
容
に
相
応
し
い
歌
に
入
れ
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
『
宝
物
集
』
の
証
歌
と
そ
こ

に
該
当
す
る
個
所
に
替
え
た
『
目
覚
し
草
』
の
証
歌
を
そ
の
出
所
と
と
も
に
記
す
と
次
の

通
り
で
あ
る
。
な
お
括
弧
を
附
し
た
数
字
は
両
書
の
該
当
証
歌
で
、
右
に
対
照
し
た
中
の

も
の
で
あ
る
。

ω・
:
(
宝
)
古
ノ
人
サ
へ
今
ハ
ツ
ラ
キ
紋
別
レ
ハ
ナ
ド
カ
帰
リ
ソ
メ
ケ
ン
源
頼
綱

ね

(
目
〉
さ
り
と
も
と
お
も
ふ
阪
は
し
の
は
れ
て
鳥
と
と
も
に
そ
音
は
な
か
れ
け
り

神
祇
伯
顕
仲

『
金
葉
集
』
恋
上
に
「
暁
の
こ
ひ
を
よ
め
る
」
の
詞
書
を
も
っ
。

タ
タ
a
u
b
マ

ω:・
(
宝
)
夜
モ
明
ハ
キ
ツ
ニ
ハ
メ
ナ
テ
難
ノ
マ
タ
キ
ニ
鳴
テ
夫
ヲ
ヤ
リ
ツ
ル

読
人
不
知

(
目
〉
宵
の
ま
に
ほ
の
か
に
人
を
三
ヶ
月
の
あ
か
て
入
に
し
跡
そ
こ
ひ
し
き

藤

原

為

忠

『
金
葉
集
』
恋
下
に
「
寄
ニ
三
日
月
-
恋
を
よ
め
る
」
の
詞
書
を
も
つ
が
、
『
目
覚
し
草
』

の
「
跡
そ
」
は
『
金
業
集
』
で
は
「
影
ぞ
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
証
歌
の
入

れ
替
え
は
死
別
の
条
に
お
い
て
、
『
宝
物
集
』
で
の
一
条
伊
ヂ
が
「
先
小
将
挙
賢
、
後
/

小
将
義
孝
」
の
二
人
を
「
モ
ガ
サ
」
で
「
同
日
」
に
失
っ
た
と
す
る
叙
述
を
、
「
藤
原
少

将
義
孝
の
父
謙
徳
公
に
離
」
れ
た
事
実
に
変
更
す
る
手
段
を
使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
宝

物
集
』
の
「
後
ノ
小
将
義
孝
」
の
字
句
に
よ
っ
て
『
詞
花
集
』
雑
下
の
「
一
条
摂
政
身
ま

か
り
け
る
こ
ろ
よ
め
る
」
の
詞
書
を
も
っ
次
の
歌

タ
ま
幕
こ
し
け
き
庭
を
な
が
め
つ
つ
木
の
葉
と
と
も
に
落
る
涙
か

を
証
歌
と
し
た
子
の
父
に
死
別
し
た
内
容
に
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
変

更
の
手
段
は
少
将
義
孝
の
条
に
続
い
て
、
「
鴛
議
'
会
ノ
内
サ
ヒ
シ
夕
、
蒸
炉
煙
匂
ヒ
絶
テ

昭和51年2月



夫

影
ヲ
タ
ニ
見
ヌ
歎
キ
」
を
ご
条
院
隠
レ
サ
セ
給
ヒ
テ
ノ
チ
」
の
上
東
門
院
の
歌
、
「
後

朱
雀
院
隠
レ
サ
セ
給
ヒ
テ
後
」
の
麗
景
殿
女
御
の
歌
、
「
右
大
将
通
房
失
セ
給
テ
後
」
の

土
御
門
右
大
臣
殿
師
房
女
の
歌
を
証
歌
と
し
た
『
宝
物
集
』
の
条
を
背
景
に
し
て
、
『
沙

石
集
』
巻
五
末
の
「
或
人
、
母
-
一
ヲ
タ
レ
テ
、
シ
パ
シ
ダ
ニ
ワ
ス
レ
パ
コ
ソ
ハ
ナ
グ
サ
マ

メ
、
ヲ
モ
カ
ゲ
バ
カ
リ
ウ
キ
モ
ノ
ハ
ナ
シ
」
と
「
大
納
言
為
家
卿
、
最
愛
ノ
御
女
ニ
ヲ
ク

レ
給
テ
、
彼
孝
養
ノ
願
文
ノ
ヲ
ク
-
一
、
ア
ハ
レ
ゲ
ユ
ヲ
ナ
ジ
煙
ト
立
ハ
テ
デ
、
ノ
コ
ル
思

k
つ
k

-
一
身
ヲ
コ
ガ
ス
カ
ナ
」
を
そ
の
ま
ま
取
り
込
ん
で
「
あ
る
女
の
夫
を
う
し
な
ひ
て
、
し
は

し
た
に
忘
ら
れ
は
こ
そ
な
く
さ
ま
め
面
影
ば
か
り
う
き
物
は
な
し
」
、
「
藤
原
為
家
卿
の

最
愛
の
萎
に
は
な
れ
て
、
哀
け
に
同
し
け
ふ
り
と
立
そ
ひ
て
の
こ
る
思
ひ
に
身
を
こ
が
す

か
な
」
と
、
背
景
に
し
た
『
宝
物
集
』
の
条
に
対
応
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
採
ら
せ
る
こ

と
に
な
り
、
ひ
い
て
は
、
こ
の
条
の
前
後
に
、
「
殺
に
は
な
れ
子
に
お
く
れ
、
或
は
夫
に

わ
か
れ
妻
を
う
し
な
ひ
、
或
は
主
君
師
匠
に
わ
か
れ
り
」
と
い
う
記
述
の
例
証
に
、
例
え

ば
先
の
対
照
に
掲
げ
た
愛
別
離
苦
の
理
を
説
き
、
そ
れ
に
相
応
し
い
故
事
説
話
と
証
歌
を

添
え
る
『
宝
物
集
』
の
叙
述
方
法
に
倣
っ
て
、
『
詞
花
集
』
雑
下
か
ら
三
首
を
採
っ
て
、

た

い

あ

会

「
待
賢
門
院
の
安
芸
か
r
T
に
お
く
れ
て
、
人
し
れ
す
物
お
も
ふ
と
も
る
り
し
か
と
こ
の
こ

と
は
か
り
か
な
し
き
は
な
し
」

l
「
子
の
お
も
ひ
に
侍
り
け
る
こ
ろ
人
の
と
ひ
て
侍
り
け

れ
ば
よ
め
る
。
人
志
れ
ず
物
思
ふ
折
も
あ
り
し
か
ど
子
の
事
計
悲
し
き
は
な
し
」
(
『
調

な
げ
き

花
』
)
、
「
あ
る
女
の
夫
を
う
し
な
ひ
て
、
折
々
の
つ
ら
き
を
な
に
か
歎
け
ん
や
か
で
な

き
世
も
あ
れ
は
有
け
り
」

l
「
男
に
お
く
れ
て
よ
め
る
。
折
身
の
つ
ら
き
を
何
に
歎
き
け

む
や
が
て
な
き
で
あ
れ
ば
あ
り
け
り
」
(
『
詞
号
、
「
藤
原
の
栴
薪
臣
の
後
冷

泉
院
に
わ
か
れ
奉
り
て
、
涙
の
み
扶
に
か
か
る
世
の
中
に
身
さ
へ
く
ち
ぬ
る
こ
と
そ
悲
し

き
」

l
「
後
冷
泉
院
の
御
時
蔵
人
に
て
侍
り
け
る
に
、
御
門
か
く
れ
お
は
し
ま
し
に
け
れ

ば
よ
め
る
。
涙
の
み
扶
に
か
か
る
世
の
中
に
身
さ
へ
く
ち
ぬ
る
事
ぞ
悲
し
き
」
(
『
調

花
』
)
を
配
置
し
て
、
『
宝
物
集
』
の
方
法
を
自
身
の
方
法
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
ま

で
及
ん
で
い
る
。

さ
て
、
次
に
は
、
右
に
掲
げ
た
別
離
の
条
に
引
き
続
く
叙
述
で
、
貧
の
苦
悩
と
悲
歎
を

述
べ
な
が
ら
、
そ
れ
に
対
処
す
る
心
の
あ
り
か
た
を
諮
る
条
で
あ
る
。

邦浦3 

『
目
覚
し
草
』

ハ
1
vか

な
し
き
中
に
、
わ
き
て
猷
ほ
ど
か
な
し
き
も
の
は
あ
ら
し
。
配
岩
間
品
川
の
契
り
ふ
か

き
い
も
せ
の
中
も
、
ま
つ
し
く
な
り
て
せ
ん
か
た
な
け
れ
ば
、
あ
か
ぬ
別
を
し
、
ま
づ
し

書
ま
た
げ

け
れ
ば
よ
ろ
つ
の
妨
と
な
り
、
な
す
べ
き
わ
ざ
を
も
事
た
ら
ぬ
ま
ま
に
ほ
い
な
く
や
み

d

旬
、
‘
r

ぬ
円
‘

7
4

ほ

し

門

2
}

て
、
人
に
は
い
す
L
か
の
費
の
や
う
に
い
わ
る
L
う
ら
め
し
。
さ
れ
と
も
、
貧
は
前
の
世

ハ
3
V

I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1例
叫
引
I
l
l
i
-
-
I
l
l
1
1
l
i
l
i
-
-引
引
制
刈
I
l
-
-
A「
刈
叶
|
i
l
l
l
1
1
1
I
l
l
1
1
1
1

の
む
く
ひ
に
て
必
賢
愚
に
よ
ら
す
、
仏
弟
子
の
羅
旬
比
丘
は
頭
陀
に
い
つ
れ
と
も
乞
う
る

(
4〉

か
ん
く
わ
い

事
な
・
1
し
て
、
鉢
を
む
な
し
く
持
て
か
へ
れ
り
。
顔
回
は
な
り
ひ
さ
ご
一
つ
よ
り
外
は
も

門

5
)

門

6
)

そ
ん
L
ん

わ

ら

た
す
。
震
は
あ
か
さ
の
あ
つ
も
の
は
か
り
に
て
一
雲
寺
、
震
は
冬
の
夜
食
一

'
B

せ
ぎ

束
を
た
く
は
へ
て
寒
を
防
け
る
。

2
1物
集
』
求
不
得
苦
の
条

第
七

ι
求
不
得
苦
ト
云
ハ
、
禽
ツ
ノ
事
ヲ
求
ル
事
ヲ
得
ス
。
心
ニ
叶
フ
事
ノ
ナ
キ
也
。

都
テ
是
ヲ
貧
窮
ト
申
へ
キ
也
。

秋田高専研究紀要第11号

一
切
ノ
苦
ノ
中
-
一
此
苦
尤
難
忍
シ
。

ハ
中
略
、
省
略
し
た

(
2〉

部
分
は
『
目
覚
し
草
』
に
は
取
り
込
ま
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。
)
サ
レ
ハ
一
切
/
苦

(
3
)
 

患
円
皆
前
世
ノ
宿
因
-
一
依
ル
事
ナ
ル
へ
シ
。
実
-
一
サ
ヤ
候
ハ
ン
ト
覚
へ
侍
リ
。
仏
/
御
弟

子
羅
旬
比
丘
ハ
頭
陀
ヲ
ス
レ
ト
モ
食
物
ヲ
難
得
夕
、
又
目
蓮
ノ
弟
子
利
姻
戸
乞
食
シ
ケ
レ

門
戸

O
】

ト
モ
鉢
ヲ
空
シ
ク
ス
。
(
中
略
〉
後
漢
書
-
一
ハ
、
孫
長
貧
タ
シ
テ
冬
日
ワ
ラ
ヲ
シ
ク
。
顔

淵
ヒ
サ
タ
ツ
フ
リ
ヲ
カ
ヶ
、
原
意
ア
カ
サ
ホ
ヲ
喰
フ
ナ
ン
ト
申
タ
ル
メ
レ
ハ
、
人
ニ
ハ
不

依
事
-
一
テ
ソ
侍
リ
ヌ
ル
。

『
宝
物
集
』
で
は
右
の
部
分
は
愛
別
離
苦
に
統
く
叙
述
で
あ
り
、
こ
の
叙
述
順
序
に
つ

い
て
も
『
目
覚
し
草
』
は
従
っ
て
い
る
。
な
ほ
、
羅
旬
比
丘
に
つ
い
て
の
両
者
の
字
句
を

F

』ひ

対
照
し
た
場
合
、
「
乞
う
る
事
な
く
し
て
、
鉢
を
む
な
し
ノ
・
持
て
か
へ
れ
り
」
は
『
宝
物

集
』
が
利
掘
戸
に
つ
い
て
述
た
「
乞
食
シ
ケ
レ
ト
モ
鉢
ヲ
空
シ
ク
ス
」
に
よ
っ
た
こ
と
が

ふ
せ
き

知
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
、
孫
長
の
字
句
「
襲
一
束
を
た
く
は
へ
て
寒
を
防
け
る
」
は
『
徒

然
草
』
十
八
段
の
「
灘
一
束
あ
り
け
る
を
、
タ
に
は
こ
れ
に
ふ
し
、
朝
に
は
を
き
め
け

り
」
の
反
映
し
た
形
跡
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
『
目
覚

書

つ

な

げ

し
草
』
は
こ
の
後
に
「
貧
し
き
を
な
に
か
歎
か
ん
、
む
あ
ら
は
捨
て
も
か
ノ
そ
有
へ
か
り
け

る
」
を
証
歌
に
掲
げ
る
が
、
こ
れ
は
『
雑
談
集
』
巻
三
愚
老
述
懐
の
中
の
「
貧
キ
ヲ
、
ナ

ニ
カ
ナ
ゲ
カ
ム
、
心
ア
ラ
パ
、
ス
テ
テ
モ
、
カ
ク
ゾ
、
ア
ル
ベ
カ
リ
ケ
ル
」
を
採
用
し
た

も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
貧
苦
の
た
め
の
夫
婦
別
離
を
述
べ
る
倒
所
は
『
宝
物
集
』
が

『
大
和
物
翠
巴
百
四
十
八
段
の
津
の
困
難
波
の
夫
婦
の
説
話
を
採
っ
た
条
に
依
拠
し
て
の

文
章
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
ろ
う
。



4 

三
に
は
、
貧
苦
に
続
く
老
苦
を
説
〈
条
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
宝
物
集
』
が
宝
物
論
中
で

子
は
宝
を
説
き
老
い
を
嘆
〈
叙
述
に
依
拠
し
て
い
る
。

『目覚し草』の典拠について

『
目
覚
し
草
』

(
1
)
 

た
た
い
た
り
で
か
な
し
め
る
は
、
た
か

き
も
い
や
し
き
も
、
年
月
の
つ
も
り
て
老

の
来
る
こ
そ
か
な
し
け
れ
。
老
お
と
ろ
へ

〈

2
〉

〈
ろ
か
み

ぬ
れ
ば
、
み
に
く
き
姿
と
な
り
、
黒
髪
は

し
ろ
く
な
り
、
う
る
は
し
き
膚
は
か
し

ま
申

け
、
み
と
り
の
眉
は
霜
を
た
れ
は
な
や
か

ハ
4
)

な
る
か
ほ
は
せ
は
し
ほ
み
て
、
限
も
耳
も

(
5
)
 

お
ほ
ろ
お
ほ
ろ
と
な
り
、
腰
か
か
み
足
よ

は
く
、
起
居
く
る
し
き
老
か
身
は
ち
り
残

〈

6
)

た
る
梢
の
花
の
風
を
待
か
こ
と
し
。
仏
弟

う
だ
え
ん

子
の
優
陀
延
は
仏
の
三
十
二
相
の
妙
な
る

姿
の
お
と
ろ
へ
ゆ
ノ
‘
を
見
て
老
の
J

る
し

(
7〉

い
わ
ん
や

み
を
な
け
く
。
況
末
代
の
凡
夫
、
い
か
て

老
の
い
た
る
を
は
歎
か
さ
る
へ
き
や
。

(
8
V
 

も
ろ
こ
し
の
詩
人
は
鏡
に
老
の
姿
を
う
っ

し
見
て
、
昨
日
は
少
年
今
は
白
頭
と
な
け

き
、
土
日
は
京
洛
の
は
な
や
か
な
る
客
な
れ

お
き
な

と
今
は
江
湖
に
お
ち
ぶ
る
L
翁
と
成
と
い

へ
り
。

円

9
)老

の
姿
の
お
と
ろ
へ
た
る
を
見
る
人
は

い
ぶ
せ
く
思
ひ
、
聞
く
人
は
い
と
ふ
。
か

L
る
老
か
身
は
、
子
な
ら
て
あ
は
れ
む
へ

き
か
た
な
け
れ
と
、
し
た
し
き
子
さ
へ
、

所
を
隔
、
ま
し
て
他
人
は
か
た
ら
は
す
、

『
宝
物
集
』

へ・
i
)

人
終
ニ
老
衰
ル
事
有
。
貴
賎
賢
愚
ヲ
ヱ

(
2
)
 

引
寸
刈
叶
出
羽
劃
ベ
同
列
刷
川
1
赤
キ
唇

〈

3
〉

ハ
色
ヲ
失
ヒ
、
額
ニ
ハ
波
ヲ
昼
、
、
、
、
眉
ニ

(
5〉

ベ
高
山
川
原
，
F

ペ
霊
.
一
円
、
骨
コ
ハ
ク
閥
刑
判

ハ
4

〉

マ
リ
、
限
ハ
ク
ラ
ク
耳
ヲ
ホ
ロ
ニ
成
リ
、

甘
キ
味
ハ
苦
ク
替
リ
、
温
ナ
ル
水
コ
ハ
ク

成
テ
高
事
心
不
叶
。
:
:
:
老
テ
久
人
ナ
キ

ハ
1
』

カ
故
ニ
是
ヲ
老
苦
ト
云
。
心
有
ン
人
誰
カ

嘆
カ
サ
ル
ヘ
キ
:
:
:
。

ーはド
I
l
i
l
i
-
-
I
l
l
l
1
I
l
l
i
-
-
-

震
〔
旦
〕
ノ
白
居
易
ハ
四
十
六
ノ
形
ヲ

鏡
ニ
移
シ
テ
、
泊
ヲ
流
シ
テ
義
ヲ
覆
ケ

〈

6
)

リ
。
大
聖
世
尊
ノ
五
十
余
年
-
一
成
テ
、
満

月
ノ
尊
容
衰
テ
三
十
二
相
ノ
姿
ヤ
ツ
レ
給

ヲ
見
テ
、
優
陀
延
ト
申
セ
シ
御
弟
子
ノ
老

ー

I
l
l
i
-
-
l
i
l
-
-ト
げ
ド
I
l
l
i
-
-
-
-

菅
ヲ
嘆
ク
事
侍
リ
キ
。
況
ヤ
末
代
ノ
凡

夫
、
イ
カ
L
此
苦
ヲ
ナ
ケ
カ
サ
ル
ヘ
キ
。

詩
歌
ニ
付
テ
其
証
ヲ
申
ヘ
シ
。

(
8〉土

日
為
京
洛
声
花
客
今
作
江
湖
涼
倒
翁

〔
白
居
易
〕

l
h同
ド
I
l
l
i
-
-
-
-
I
l
l
i
-
-
I
l
-
-

突
ニ
老
ノ
姿
古
ニ
ケ
ル
形
ヲ
見
〔
ル
〕

人
是
ヲ
ニ
ク
ミ
、
閑
人
彼
ヲ
厭
フ
。
子
ニ

ア
ラ
〔
ス
〕
ン
〔
ハ
〕
誰
人
カ
哀
ム
者
有

ン
ャ
。

(川〉只
人
ノ
身
ニ
ハ
子
ニ
過
タ
ル
宝
ナ
シ

?ix勢B
有 | と た
|もめ

孝 | 、 に
あ|親!日、
る|にI~ 子
子|う|程
は|れ|の
す|ひ|た
く|を|か
な|力、|ら
し|く|な

l るlし
子|と
は.1 I主

『
宝
物
集
』
で
は
右
に
対
照
し
た
下
段
の
傍
線
部
分
(

9

)

の
後
に
、
「
子
ハ
親
ノ
タ

メ
ニ
敵
ト
ナ
ル
」
こ
と
も
多
く
「
子
ヲ
モ
ツ
テ
不
可
宝
」
を
説
話
を
も
っ
て
説
く
叙
述
が

続
く
。
右
の
対
照
上
段
の
傍
線
部
分
(
日
)
は
こ
の
趣
旨
を
圧
縮
し
て
説
い
た
も
の
と
見

ら
れ
、
こ
う
し
た
方
法
は
先
の
『
大
和
物
語
』
百
四
十
八
段
に
依
拠
し
た
部
分
を
圧
縮
し

た
の
と
同
方
法
と
認
め
う
る
。
そ
し
て
、
白
居
易
の
故
事
の
次
に
「
我
朝
の
寄
人
も
、
鏡

に
老
の
影
を
う
つ
し
歎
よ
め
る
。
か
は
り
ゆ
く
鏡
の
か
け
を
見
る
か
ら
に
お
い
そ
の
森
の

な
け
き
を
そ
す
る
」
と
続
け
た
部
分
は
、
『
金
葉
集
』
雑
上
の
源
師
賢
朝
臣
の
「
鏡
を
み

る
に
影
の
か
は
り
ゅ
く
を
見
て
よ
め
る
。
変
り
行
鏡
の
影
を
み
る
か
ら
に
お
い
そ
の
森
の

歎
き
を
ぞ
す
る
」
を
採
用
し
て
い
る
。

四
番
目
は
、
三
で
扱
っ
た
叙
述
を
承
け
て
病
苦
に
つ
い
て
触
れ
、
「
定
業
限
あ
る
病
」

の
死
を
免
れ
る
こ
と
の
か
な
わ
ぬ
こ
と
を
述
た
条
で
、
こ
こ
は
『
宝
物
集
』
の
中
の
六
道

論
の
病
苦
と
死
苦
と
に
依
拠
し
、
そ
し
て
病
に
つ
い
て
触
れ
た
個
所
の
中
で
「
子
や
め
は

(
l〉

す
て

「
既
に
定
業
限
あ
る
病
は

親
も
や
む
」
の
字
句
は
「
子
病
ハ
同
ク
親
病
ム
」
に
基
づ
き
、

は

か

せ

し

る

し

典
薬
明
医
も
術
っ
き
、
貴
僧
の
加
持
、
博
士
の
ま
つ
り
こ
と
に
で
も
験
な
く
、
神
に
い
の

(
2
)
 

り
仏
に
願
を
た
て
て
も
か
な
は
す
し
て
、
今
は
の
間
に
な
り
、
限
く
ら
み
、
口
こ
も
り
、

〈

3
V

い
き
絶
て
、
今
生
の
え
ん
っ
き
は
て
ぬ
れ
ば
、
む
つ
ま
し
か
り
し
親
子
夫
婦
の
中
も
忽
お

そ
ろ
し
く
冷
し
く
な
り
て
、
山
野
に
は
や
く
す
て
ん
事
を
い
と
な
む
と
よ
め
り
。
」
は
、

(
2
|
ド

I
l
-
-
I
l
l
i
-
-
l
l
i
l
i
-
-
-
1
I
l
l
l
i
-
-
I
l
l
l
i
-
-
-

『
宝
物
集
』
が
死
苦
を
述
た
「
舌
ス
ク
ミ
限
帰
リ
テ
、
云
ハ
ン
ト
思
コ
ト
モ
イ
ハ
レ
ス
。

ハ
l
)

見
ン
ト
恩
事
モ
見
ス
。
定
業
限
有
ル
死
一
一
ナ
レ
ハ
、
神
ニ
祈
ル
モ
シ
ル
シ
ナ
夕
、
仏
ニ
申

(
3〉

モ
シ
ル
シ
ナ
シ
。
永
保
雅
忠
カ
薬
モ
不
叶
。
保
憲
晴
明
カ
祭
モ
シ
ル
シ
ナ
シ
。
既
ニ
今
生

ノ
縁
尽
ヌ
レ
ハ
、
面
ヲ
繁
シ
親
子
モ
疾
シ
テ
捨
ン
ト
イ
ト
ナ
ミ
、
床
ヲ
一
ニ
セ
シ
夫
婦
モ

け
に

壁
ヲ
隔
テ
L
遼
タ
去
ヌ
」
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
く
、
「
亥
実
、
寵
に
ほ
こ
り

ゃ

う

き

ひ

り

ふ

し

ん

は

ん

〈

わ

い

名
に
め
て
し
楊
貴
妃
・
李
夫
人
の
美
人
も
、
奨
図
・
張
良
の
た
け
き
兵
も
う
せ
は
て
与
名

の
み
残
り
、
遠
く
は
平
の
清
盛
・
源
の
頼
朝
、
近
く
は
織
田
信
長
・
羽
紫
秀
吉
い
づ
れ
も

ほ

ま

れ

た

な

こ

こ

ろ

た
け
く
い
さ
め
る
武
将
の
誉
を
取
天
下
を
掌
に
握
り
、
高
民
お
そ
れ
お
の
の
き
し
も
終
に

昭和51年2月
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と
と
ま
る
事
な
く
て
よ
も
き
か
も
と
の
塵
と
な
れ
り
。
野
辺
見
れ
は
む
か
し
の
人
は
誰
や

〈

1
)

ら
ん
そ
の
名
も
し
ら
ぬ
こ
け
の
下
か
な
」
は
、
前
と
同
じ
く
死
苦
の
叙
述
中
の
l

「
同
貴
州

李
夫
人
妙
ナ
リ
シ
姿
〔
ヲ
モ
〕
牛
頭
馬
頭
ハ
情
ヲ
モ
残
サ
ス
。
衣
通
姫
小
野
小
町
カ
心
ノ

ヤ
サ
シ
カ
リ
シ
ヲ
モ
阿
防
羅
刺
ハ
恥
ル
事
ナ
シ
。
秦
ノ
始
皇
ノ
虎
狼
ノ
心
有
シ
〔
モ
〕
、

梁
ノ
武
帝
〔
ノ
]
タ
ケ
カ
リ
シ
モ
、
額
光
頼
信
カ
謀
ノ
賢
カ
リ
シ
〔
モ
〕
、
維
衡
致
頼
カ

(
2〉

人
ニ
怖
ラ
レ
シ
〔
モ
〕
一
人
モ
留
マ
ル
事
ナ
シ
。
・
:
終
-
一
野
一
一
捨
ラ
レ
テ
徒
ニ
蓬
カ
本
ノ
塵

川
刑
判
副
|
」
に
基
づ
い
て
い
る
の
は
明
瞭
で
あ
り
、
右
に
引
用
し
た
。
『
宝
物
集
』
の
趣

旨
を
、
引
用
文
中
の
字
句
を
採
り
な
が
ら
、
『
目
覚
し
草
』
の
作
者
に
身
近
で
あ
っ
た
時

代
、
或
は
こ
の
書
を
も
し
自
に
触
れ
う
る
機
会
に
出
会
い
う
る
人
に
身
近
な
時
代
の
人
名

を
入
れ
て
、
い
さ
さ
か
改
変
し
た
と
い
う
趣
を
与
え
て
い
る
し
、
「
遠
く
は
・
:
近
く
は
・
:

た
け
く
い
さ
め
る
」
の
個
所
は
『
平
家
物
語
』
巻
一
祇
園
精
舎
の
「
遠
く
異
朝
を
と
ぶ
ら

へ
ば
:
・
近
く
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
:
・
ま
じ
か
く
は
・
:
」
の
文
章
、
が
頭
に
あ
っ
て
反
映
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
頼
朝
、
信
長
、
秀
吉
を
掲
げ
た
作
者
の
意
図
に
は
、
身
近
な
時
代

性
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
、
他
の
視
座
、
が
働
い
て
の
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
『
心
学
五
倫
書
』
(
も
し
く
は
『
仮
名
性
理
』
)
と

の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
際
に
述
べ
よ
う
と
思
う
。
さ
ら
に
附
言
す
れ
ば
、
「
野
辺
見
れ

ば
:
・
」
の
証
歌
は
、
『
宝
物
等
』
の
諸
本
中
、
三
巻
本
片
仮
名
古
活
字
本
、
二
巻
本
の
宮

嶋
本
と
一
巻
本
を
除
い
て
、
他
の
諸
本
に
載
っ
て
お
り
、
こ
の
歌
の
記
載
し
た
諸
本
中
、

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
書
写
さ
れ
た
伝
本
で
は
圧
倒
的
に
七
巻
本
の
う
ち
の
第
二
種
本

が
多
く
、
中
世
の
戦
記
物
に
引
用
さ
れ
た
の
も
第
二
種
本
で
あ
る
と
す
る
小
泉
弘
氏
の
詳

細
を
究
め
た
論
考
ハ
『
古
紗
本
宝
物
集
』
研
究
篇
〉
に
基
づ
け
ば
、
右
の
証
歌
は
第
二
種
本

に
依
っ
た
叙
述
か
ら
の
も
の
と
言
う
べ
き
で
あ
り
、
結
果
、
『
目
覚
し
草
』
の
依
拠
し
た

『
宝
物
集
』
は
こ
の
第
二
種
本
で
あ
る
と
推
量
で
き
よ
う
が
、
『
目
覚
し
草
』
記
載
の
証

歌
で
は
、
こ
の
歌
以
外
に
、
先
に
愛
別
離
苦
で
指
摘
し
た
「
あ
ふ
さ
か
の
関
:
・
」
の
一
首

が
共
通
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
も
、
第
二
種
本
と
片
仮
名
古
活
字
本
の
両
本
に
所
収

さ
れ
て
い
て
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
両
者
の
文
章
を
対
比
し
て

判
然
と
す
る
よ
う
に
、
依
拠
し
た
『
目
覚
し
草
』
の
文
章
は
洗
練
さ
れ
た
和
文
を
意
図
し

て
い
る
た
め
に
『
宝
物
集
』
の
文
章
を
和
文
化
す
る
こ
と
に
意
を
注
い
で
い
る
こ
と
か
ら

も
、
依
拠
し
た
本
は
何
本
か
決
定
し
が
た
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
日
を
期
し
た
い
と

思
う
。
た
だ
こ
の
よ
う
な
現
況
か
ら
、
小
稿
で
は
『
宝
物
集
』
と
の
関
係
の
密
接
さ
を
指

摘
す
る
こ
と
だ
け
を
目
的
と
し
、
片
仮
名
本
『
続
群
書
類
従
』
第
三
十
二
輯
下
所
収
の
活

邦滞5 

、r、

世id
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字
本
に
便
宜
的
に
従
っ
て
お
く
こ
と
を
断
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
で
四

(
l〉

「
異
国
の
賢
王
も
我
朝
の
聖
の
帝

秋田高専研究紀要第11号

で
の
両
書
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
再
び
言
及
す
れ
ば
、

(
2〉

も
影
を
と
と
む
る
た
め
し
な
し
。
妻
子
珍
宝
及
王
位
も
命
終
の
時
に
臨
み
て
身
に
し
た
か

は
す
」
の
文
章
の
傍
線
部
分
(

1

)

は
死
苦
の
叙
述
の
「
完
帝
舜
帝
賢
王
〔
ノ
〕
品
目
ノ
ミ

関
へ
給
へ
リ
。
又
延
喜
天
暦
ノ
御
門
影
ヲ
タ
ニ
残
シ
給
ハ
ス
」
に
借
り
、
傍
線
部
分
(

2

)

は
宝
物
論
の
中
の
命
は
宝
を
説
い
た
条
の
中
の
「
妻
子
珍
宝
及
王
位
ナ

γ
ト
ハ
後
世
迄
身

ニ
付
事
ナ
シ
」
を
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。

五
番
目
に
掲
げ
る
の
は
、
名
利
の
心
を
戒
め
た
条
に
例
証
と
し
た
「
そ
の
か
み
、
釈
尊

阿
難
を
く
し
て
あ
り
き
給
ふ
道
に
金
の
お
ち
で
あ
り
し
を
毒
蛇
有
と
て
よ
け
て
と
を
り
給

ふ
。
阿
難
い
ぶ
か
し
く
恩
ひ
け
る
に
、
跡
よ
り
来
る
道
行
人
か
の
金
を
ひ
ろ
ひ
帰
り
し

に
、
大
や
け
よ
り
是
を
関
つ
け
て
、
そ
の
金
ま
い
ら
せ
よ
と
あ
り
し
か
は
、
あ
り
の
ま
ま

に
奉
り
し
を
、
い
ま
た
か
く
し
を
き
残
す
ら
ん
と
て
、
金
ひ
ろ
ひ
し
者
を
め
し
こ
め
、
水

せ
め

火
の
攻
に
お
よ
ひ
け
る
。
阿
難
こ
の
よ
し
聞
及
て
、
仏
の
兼
て
よ
り
毒
蛇
あ
り
と
の
た
ま

う
た
か
ひ

ひ
け
る
は
さ
こ
そ
と
て
疑
は
や
み
け
り
」
の
説
話
が
、
宝
物
論
中
の
金
は
宝
の
例
一
証
説
話

「
仏
阿
難
ヲ
具
シ
テ
道
ヲ
御
座
シ
ケ
ル
ニ
、
草
村
ノ
中
ニ
穴
有
リ
。
穴
ノ
中
ニ
金
ア
リ
。

仏
是
ヲ
見
給
ヒ
テ
毒
蛇
ト
仰
ラ
ル
。
阿
難
是
ヲ
悟
リ
テ
大
毒
蛇
ト
云
ヘ
ル
。
傍
ナ
ル
人
是

ヲ
見
ニ
蛇
ニ
ナ
ク
シ
テ
金
有
ケ
レ
ハ
喜
テ
取
ヌ
。
公
ケ
是
ヲ
閲
召
テ
金
ヲ
召
〔
-
ニ
、
有

ル
限
リ
タ
テ
マ
ツ
リ
ッ
。
猶
此
残
リ
有
ラ
ン
ト
テ
責
ヲ
蒙
テ
悲
ケ
ル
時
、
毒
蛇
ト
ノ
々
マ

ウ
ヲ
恩
合
ケ
ル
事
也
。
」
を
ほ
ぼ
丸
取
り
し
た
個
所
で
あ
る
。

六
番
目
に
は
、
六
道
を
語
っ
て
、
地
獄
道
、
餓
鬼
道
、
畜
生
道
、
修
羅
道
に
つ
い
て
言

い
及
ぶ
部
分
が
、
六
道
論
中
の
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
の
各
道
を
説
い
た
部
分
に
趣

旨
と
記
述
順
序
を
倣
っ
た
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
両
書
の
影
響
関
係
を
指
摘
し
た
各
詞
章
、
説
話
は
、
一
つ
一
つ
対
照
し
た
場

合
、
一
目
に
し
て
そ
の
顕
著
な
依
存
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
『
宝
物
集
』
へ
の
こ
の
顕

著
な
依
存
の
姿
勢
は
こ
の
書
を
書
く
時
に
ど
の
よ
う
な
構
成
を
意
図
し
て
書
い
た
か
と
い

う
作
者
の
叙
述
構
成
の
方
途
を
浮
び
上
が
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
次
に
掲
げ
た
の
は
『
目
覚

し
草
』
の
冒
頭
の
文
章
で
あ
る
。

「
春
も
や
う
や
う
暮
行
空
に
、
雨
う
ち
そ
L
く
草
の
い
ほ
り
の
つ
れ
つ
れ
な
る
に
、
も

ね
む
り

と
よ
り
友
と
す
る
人
来
り
け
る
に
あ
ひ
て
、
老
が
眠
の
め
を
さ
ま
し
、
な
か
ら
へ
て
よ
し

な
き
夢
の
う
き
こ
と
を
恩
ひ
出
て
、
う
ら
な
く
か
た
る
こ
そ
お
か
し
け
れ
」

こ
の
文
章
を
『
宝
物
集
』
の
冒
頭
の
そ
れ
と
対
比
し
て
欲
し
い
。
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「
治
承
元
年
ノ
秋
ノ
比
、
薩
摩
国
ノ
鳩
ヲ
出
テ
、
同
二
年
ノ
春
再
度
蕎
皇
ニ
帰
テ
侍
シ

カ
ト
モ
、
世
中
在
シ
ニ
モ
非
ス
、
浮
木
-
一
乗
ケ

γ
人
ノ
心
地
シ
テ
、
世
ノ
憂
キ
時
ノ
栖
ナ

レ
ハ
、
心
ヲ
モ
慰
メ
ン
ト
テ
、
東
山
ナ
ル
所
-
ぶ
屯
り
居
テ
侍
シ
程
ニ
、
品
目
花
ノ
木
目
ノ
前

-
一
テ
見
馴
タ
ル
人
、
葦
垣
之
間
近
タ
来
タ
ル
由
申
遺
シ
ク
レ
ハ
、
竹
ノ
編
戸
ヲ
押
閲
ツ
』

入
侍
リ
ヌ
。
」

こ
れ
は
『
宝
物
集
』
が
康
頼
著
作
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
自
伝
的
要
素
の
濃
い
叙
述

で
あ
る
が
、
こ
の
後
、
山
崎
の
主
は
憂
き
嘆
き
の
一
生
涯
晴
れ
ぬ
心
を
漏
ら
し
、
旧
友
ま
た

世
上
の
騒
乱
浅
ま
し
き
こ
と
を
語
る
文
章
へ
と
続
い
て
い
る
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
な
叙
述

か
ら
康
頼
の
自
伝
的
要
素
を
取
り
除
い
た
叙
述
を
想
定
す
る
な
ら
ば
、
季
節
(
『
宝
物

集
』
の
こ
の
官
頭
の
部
分
中
に
「
客
人
帰
テ
後
、
ヤ
カ
テ
二
月
廿
日
」
と
あ
る
)
洛
の
ほ

と
り
の
隠
棲
、
旧
友
の
訪
問
、
憂
き
種
々
の
語
ら
い
、
と
い
っ
た
両
書
の
冒
頭
の
叙
述
に

お
け
る
共
通
要
素
が
浮
き
出
し
て
こ
よ
う
。
『
目
覚
し
草
』
の
『
宝
物
集
』
へ
の
顕
著
な

依
存
を
背
景
に
置
い
た
場
合
、
右
の
事
態
は
、
や
は
り
、
『
宝
物
集
』
を
念
頭
に
置
い
た

叙
述
で
あ
る
こ
と
を
指
し
示
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
指
示
を
疑
い
の
な
い
こ
と
と
認

め
う
る
の
は
次
に
述
る
『
目
覚
し
草
』
全
体
に
わ
た
る
叙
述
の
形
態
な
の
で
あ
る
。

『
宝
物
集
』
と
の
密
接
な
影
響
関
係
を
指
摘
し
た
先
の
対
照
か
ら
察
知
で
き
る
よ
う

に
、
『
目
覚
し
草
』
は
、
例
え
ば
、
別
離
の
愛
執
と
そ
の
種
々
相
を
述
べ
、
あ
る
い
は
貧

苦
、
病
苦
、
死
苦
を
説
い
て
、
次
に
は
そ
の
例
証
の
故
事
、
説
話
を
語
り
、
最
後
に
証
歌

を
引
用
す
る
、
と
い
う
叙
述
形
態
を
一
貫
し
て
崩
す
こ
と
な
く
維
持
し
て
い
る
。
こ
の
叙

述
形
態
は
両
書
の
対
比
の
際
『
宝
物
集
』
に
認
め
ら
れ
た
形
態
で
あ
る
が
、
事
実
『
宝
物

集
』
は
宝
物
説
、
六
道
論
、
十
二
門
論
の
三
部
構
成
を
採
り
、
各
論
の
所
以
の
説
明
あ
る

い
は
法
説
、
次
い
で
例
証
の
因
縁
談
も
し
く
は
説
話
、
故
事
、
そ
し
て
最
後
に
証
歌
、
経

文
を
掲
げ
る
と
い
う
形
態
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
論
の
採
る
形
態
が
『
目
覚
し

草
』
の
叙
述
形
態
と
全
く
同
じ
で
あ
り
、
両
者
の
先
述
し
て
き
た
関
係
か
ら
す
れ
ば
、

『
目
覚
し
草
』
の
叙
述
形
態
は
『
宝
物
集
』
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
と
な
ろ

う
。
と
す
れ
ば
、
前
述
し
た
官
頭
の
叙
述
も
『
宝
物
集
』
に
基
づ
い
た
も
の
と
断
言
し
て

よ
い
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
見
逃
せ
な
い
の
は
、
『
宝
物
集
』
と
の
こ
う
し
た
作
者
の
深
い
書
く
意
識
に

お
け
る
関
り
が
『
目
覚
し
草
』
の
全
体
的
な
構
成
、
す
な
わ
ち
、
人
間
の
生
に
お
け
る
欲

心
と
偏
執
を
語
り
こ
れ
を
捨
脱
す
る
こ
と
を
説
い
た
一
部
、
次
い
で
見
聞
し
た
世
相
へ
の

批
評
に
転
じ
、
混
沌
の
濁
世
で
の
閑
適
の
境
地
を
求
む
こ
と
を
述
べ
老
境
の
恩
ひ
の
述
ベ

つ
く
し
が
た
い
こ
と
で
終
る
三
部
構
成
の
う
ち
、
一
部
か
ら
二
部
へ
の
転
換
に
認
め
ら
れ

『目覚し草』の典拠について

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
個
所
の
文
章
を
掲
げ
る
と
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「
去
程
に
、
見
ぬ
昔
物
語
は
し
な
/
¥
お
ほ
け
れ
ば
、
今
更
い
ふ
へ
き
わ
さ
に
も
あ
ら

す
。
み
つ
か
ら
見
し
聞
し
事
の
か
た
は
し
を
、
お
ろ
お
ろ
か
た
り
申
へ
し
」

一
で
一
百
及
し
た
深
沢
正
憲
氏
の
、
構
成
は
『
方
丈
記
』
を
継
承
し
た
と
す
る
考
察
は
、

『
目
覚
し
草
』
の
政
文
、

「
子
時
寛
永
の
初
弥
生
の
下
の
弦
徳
峯
老
人
洛
陽
の
ほ
と
り
革
路
に
し
て
し
る
し
終
り

ぬ」

が
『
方
丈
記
』
の
隊
、

「
干
時
、
建
暦
の
ふ
た
と
せ
、
や
よ
ひ
の
つ
ご
も
り
ご
ろ
、
桑
門
の
蓮
胤
、
外
山
の
庵

に
し
て
、
こ
れ
を
し
る
す
。
」

と
の
共
通
性
を
も
っ
て
、
さ
ら
に
は
「
捨
か
た
き
世
に
し
た
か
は
む
と
す
れ
は
、
へ
つ
ら

ひ
ま
か
り
て
身
や
す
か
ら
す
、
世
に
し
た
か
は
ね
は
、
狂
す
る
に
似
り
」
が
『
方
丈
記
』

の
中
の
「
世
に
し
た
が
へ
ば
、
身
く
る
し
。
し
た
が
は
ね
ば
、
狂
せ
る
に
似
た
り
。
」
を

借
り
て
い
る
の
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
随
所
に
『
方
丈
記
』
か
ら
の
字
句
を
指
摘
で
き
る

こ
と
に
よ
っ
て
お
り
、
「
方
丈
記
に
於
て
諸
々
の
災
事
を
列
記
す
る
中
心
部
が
、
こ
の
目

覚
し
草
に
於
て
は
過
去
見
閣
の
社
会
文
化
へ
の
批
評
と
置
換
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。
」
と

の
結
論
を
え
た
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
政
文
、
文
章
中
の
字
句
に
『
方
丈
官
』
の
影
響
は

堪
大
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
成
の
二
部
の
部
分
に
つ
い
て
言
え
ば
、
『
方
丈
記
』
を
念
頭

に
し
た
と
は
言
い
が
た
い
。
前
の
引
用
文
章
と
、
こ
れ
に
相
当
す
る
と
見
ら
れ
る
『
方
丈

記
』
の
文
章
は
「
予
、
も
の
の
心
を
知
れ
り
し
よ
り
、
四
十
あ
ま
り
の
春
秋
を
お
く
れ
る

あ
ひ
だ
に
、
世
の
不
思
議
を
見
る
事
、
や
や
た
び
た
び
に
な
り
ぬ
。
」
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の

文
章
は
『
目
覚
し
草
』
の
例
の
文
章
と
は
全
く
異
質
で
あ
る
。
『
方
丈
記
』
の
右
の
文
章

と
『
目
覚
し
草
』
の
も
の
と
、
次
に
引
用
す
る
『
宝
物
集
』
の
も
の
、
「
是
迄
ハ
皆
物
語

ナ
レ
ハ
細
カ
ニ
申
-
一
及
ハ
ス
。
近
ク
ハ
安
元
元
年
ナ
ン
ト
モ
浅
猿
タ
侍
リ
シ
事
ソ
カ
シ
。
」

と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
『
宝
物
集
』
の
方
が
相
応
の
文
章
と
認
め
ら
れ
よ
う
し
、
『
目

覚
し
草
』
の
例
の
文
章
に
導
か
れ
て
の
世
相
批
評
へ
と
展
開
す
る
叙
述
も
「
近
ク
ハ

ナ
ン
ト
モ
浅
猿
ク
侍
リ
シ
事
」
を
叙
述
す
る
『
宝
物
集
』
の
態
度
に
依
拠
し
た
と
認
め
る

方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
二
部
の
構
成
に
『
宝
物
集
』
の
叙
述
態
度
が
影
響

を
与
え
た
と
認
め
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。

さ
て
、
次
に
は
、
両
者
の
部
分
的
字
句
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
指
摘
し
よ
う
。

う
ら
み

ハ
円
「
邪
な
る
お
も
ひ
よ
り
起
て
、
恨
ふ
か
く
、
あ
た
を
む
す
ひ
て
あ
た
か
た
き
と
成
事

円

1
〉

せ

い

け

ん

た

い

ほ

も
、
宿
世
の
業
因
な
り
け
る
に
や
。
い
か
な
る
聖
賢
も
の
か
れ
給
は
す
。
釈
尊
に
提
婆
あ

昭和51年2月

ι 

l烏

を



‘E 

夫

円

2
M

門

S
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円

4
V

L
う
の
せ
い
肱
〈
い
ん
の
ち
ゅ
う

l
l
l

制
川
副
引
U
明
う

り
。
周
西
.
伯
に
殿
山
利
あ
り
。
聖
徳
太
子
は
守
や
と
た
か
ひ
、
;
菅
蒸
栴
は
時
平
の
謡
言
に
あ

ひ
給
へ
り
。
」

こ
れ
は
怨
僧
会
苦
を
説
き
「
背
両
国
一
恨
ヲ
懐
キ
ウ
ラ
メ
シ
キ
事
ヲ
申
」
条
に
掲
げ
ら
れ
た
次

の
故
事
、
説
話
に
依
拠
し
圧
縮
し
て
い
る
。

ハ
1
〉
の
部
分
「
無
上
ノ
位
ニ
登
リ
給
シ
釈
迦
ハ
提
婆
達
多
ニ
御
ハ
キ
ヲ
ウ
タ
レ
給
。
」

(
2
〉
の
部
分
「
周
武
王
ハ
殴
ノ
約
ヲ
訂
」

ハ
3
〉
の
部
分
「
聖
徳
太
子
ハ
救
世
観
音
ノ
垂
跡
也
。
サ
レ
ト
モ
守
屋
ノ
大
臣
カ
首
ヲ
切

給
。
」ハ4

〉
の
部
分
「
延
喜
〔
ノ
〕
御
時
、
左
大
匡
時
平
イ
マ
タ
年
ワ
カ
夕
、
身
ノ
サ
カ
へ
モ

ヲ
ロ
カ
ニ
ヲ
ハ
シ
ケ
レ
ハ
、
菅
原
ノ
右
大
臣
ハ
年
ヲ
ト
ナ
シ
ク
、
身
ノ
才
モ
目
出
ヲ
ハ
シ

ケ
レ
ハ
、
天
下
ノ
政
右
大
臣
ノ
ツ
カ
サ
ト
リ
給
ケ
ル
ヲ
、
左
大
臣
憤
リ
給
ヒ
テ
虚
言
ヲ
云

付
テ
、
右
大
臣
ヲ
筑
紫
へ
流
シ
遺
ハ
シ
侍
キ
。
」

同
「
世
の
中
に
お
そ
る
へ
き
物
は
、
欲
の
ふ
か
き
人
、
と
め
る
家
に
盗
賊
、
門
前
の

す
い
き
ょ
う

犬
、
し
ら
ぬ
旅
路
の
渡
り
川
、
酔
狂
す
る
人
、
無
理
な
る
者
、
う
き
世
を
わ
た
る
道
は
、

れ
う
ひ
け

龍
の
髪
を
な
て
て
虎
の
尾
を
ふ
む
か
こ
と
し
」

『
枕
草
子
』
を
継
承
し
、
近
世
に
入
っ
て
流
行
を
見
た
物
尽
し
の
形
態
を
採
っ
た
部
分

で
、
五
盛
陰
苦
を
説
く
「
高
事
ニ
付
物
ノ
ヲ
ソ
ロ
シ
ク
危
キ
也
」
の
部
分
の
「
海
ヲ
渡
ル

人
ハ
悪
風
海
賊
-
一
ア
ハ
シ
ト
思
ヒ
、
山
ヲ
行
者
ハ
落
馬
山
立
ヲ
慎
ム
、
又
横
難
ニ
カ
L

ラ

シ
ト
イ
ト
ナ
ミ
、
病
ヲ
受
シ
ト
噌
ム
。
三
界
火
宅
ノ
世
嗣
パ
叫
利
引
制
州
刑
制
判
叫
l

五
趣

輪
廻
ノ
界
ヒ
劇
パ
圏
引
醐
判
例
川
吋
叫
に
依
拠
し
、
部
分
的
に
改
変
し
て
い
る
。

伺
「
か
か
る
時
め
け
る
人
も
忽
病
に
お
か
さ
れ
ぬ
る
は
、
そ
の
さ
ま
か
は
り
日
々
に
を

剖
引
吋
例
引
制
到
判
削
1
刻
刈
刷
到
割
削
剖
べ
刻
削
剖

U
剖
割
引
制
と
思
ひ
や
ら
れ
け

る
」
は
十
ニ
門
論
の
「
天
人
尚
五
衰
ノ
日
ユ
相
へ
り
」
に
依
拠
し
て
い
よ
う
。

帥
「
上
古
は
文
字
な
く
し
て
、
縄
を
む
す
ひ
木
を
き
さ
み
て
用
を
か
な
へ
た
る
が
」
は

六
道
論
の
中
の
「
縄
ヲ
結
ヒ
木
ヲ
刻
テ
物
ノ
数
ヲ
定
シ
品
目
タ
二
モ
コ
ソ
」
に
基
づ
く
。

邦浦

『
沙
石
集
』
と
の
関
係

7 

こ
で
掲
げ
た
愛
執
ゆ
え
の
別
離
の
条
の
中
で
、
母
に
別
れ
て
と
為
家
の
妻
に
離
れ
て
の

証
歌
が
『
沙
石
集
』
に
依
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
書
の
下
巻
で
泰
平
の
世

の
武
士
を
戒
め
、
今
日
の
遁
世
者
に
言
い
及
ぶ
条
に
、
『
沙
石
集
』
の
作
者
無
住
の
名
を

て、

寸~

F 

掲
げ
、
『
沙
石
集
』
巻
三
栂
尾
上
人
物
語
か
ら
「
遁
世
ノ
遁
ハ
時
代
-
一
カ
キ
カ
ヘ
ム
昔
ハ

'
M
ル

ム

サ

ボ

ル

と

ん

遁
今
ハ
食
」
を
引
い
て
、
「
無
住
法
し
の
う
た
に
遁
世
の
と
ん
は
時
代
に
か
き
か
へ
む
む

か
し
は
の
か
る
い
ま
は
む
さ
ふ
る
と
よ
み
し
、
思
ひ
出
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
」
と
記
し
て

い
る
こ
と
と
も
併
せ
考
え
れ
ば
、
こ
の
書
の
作
者
の
『
沙
石
集
』
へ
の
関
心
の
大
き
さ
が

知
ら
れ
よ
う
。

秋田高専研究紀要第11号

む
す
晶

ハ
円
「
鎌
倉
に
む
か
し
或
人
の
娘
の
若
宮
の
児
を
恋
て
う
ら
み
わ
ひ
っ
L
死
に
け
る
。
か

お
ん

の
女
の
怨
念
蛇
と
な
り
て
、
終
に
若
宮
の
児
を
と
り
こ
ろ
し
け
る
。
」

こ
の
説
話
は
愛
執
妄
念
の
戒
を
説
く
例
証
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
『
沙

む
す

b
uキ
る

む

す

め

石
集
』
巻
七
の
妄
執
-
一
ヨ
リ
テ
女
蛇
ト
成
ル
事
の
「
鎌
倉
ニ
或
人
ノ
女
、
若
宮
ノ
僧
正

も

ど

こ

ひ

や

ま

ひ

ぷ

も

坊
ノ
児
ヲ
恋
テ
病
ニ
ナ
リ
ヌ
。
母
ニ
カ
タ
ト
ツ
ゲ
タ
リ
ケ
レ
バ
、
彼
の
児
ガ
父
母
モ
知

マ

マ

の

ま

う

し

晶

陪

せ

人
ナ
リ
ケ
ル
鐙
ニ
、
此
由
申
合
テ
、
時
々
児
ヲ
モ
カ
ヨ
ハ
シ
ケ
レ
ド
モ
、
士
山
モ
ナ
カ
リ

な

り

し

に

L
E

倉
ナ

b

m

こ
っ

ケ
ル
ユ
ヤ
、
ウ
ト
ク
成
ユ
ク
程
ニ
、
ッ
イ
二
思
ヒ
死
-
一
死
ヌ
。
父
母
悲
ミ
テ
、
彼
骨
ヲ

い

れ

お

き

の

の

や

ま

ひ

っ

き

善
光
寺
へ
送
ラ
ム
ト
テ
、
箱
〔
ニ
入
テ
〕
置
テ
ケ
り
。
其
後
此
児
文
病
件
テ
、
大
事
-
一

な

り

-

一

E

タ

ル

ヒ

お

き

ヨ

包

成
テ
物
狂
ケ
レ
バ
、
一
関
ナ
ル
所
ユ
ヲ
シ
コ
メ
テ
置
タ
ル
-
一
、
人
ト
物
語
ル
声
シ
ケ
ル

7
ゐ

T

b

E

や

む

か

ひ

い

ひ

ヲ
怪
ミ
テ
、
父
母
物
ノ
ヒ
マ
ヨ
り
見
ケ
レ
パ
、
大
ナ
ル
蛇
ト
向
テ
物
ヲ
云
ケ
ル
ナ
ル
ベ

a
v
t

き
う

シ
。
ッ
イ
ニ
失
ユ
ケ
レ
バ
、
入
棺
シ
テ
、
若
宮
ノ
西
〔
ノ
〕
山
ユ
テ
葬
ス
ル
ュ
、
棺
ノ
中

さ
う

L

O

-
-
大
ナ
ル
蛇
ア
リ
テ
、
児
ト
マ
ト
ハ
ル
。
ヤ
ガ
テ
蛇
ト
共
〔
乙
葬
テ
ケ
り
。
サ
テ
彼

む

す

晶

つ

い

で

と

。

b
け

る

ヲ

a
M

父
母
、
女
ガ
骨
ヲ
善
光
寺
へ
送
ル
次
ニ
取
分
テ
、
鎌
倉
ノ
或
寺
ユ
置
ン
ト
テ
見
ケ
レ
バ
、

せ

う

じ

ゃ

ば

か

り

骨
ノ
サ
ナ
ガ
ラ
ー
小
蛇
-
一
成
リ
タ
ル
モ
ア
リ
、
中
ラ
斗
成
リ
カ
カ
リ
タ
ル
モ
ア
リ
ケ
リ
。

申

る

き

ょ

う

や

う

マ

マ

申

ぞ

う

主

う

L

此
事
ハ
、
彼
父
母
、
或
僧
-
一
孝
養
シ
テ
タ
ベ
ト
テ
、
ア
リ
ノ
健
ニ
此
様
申
ケ
ル
ト

ど

う

陪

ふ

た

し

か

量

き

テ
、
同
法
ノ
僧
、
鑓
=
閲
テ
語
リ
キ
。
」

に
依
っ
て
圧
縮
し
た
内
容
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
『
沙
石
集
』
で
は
こ
の
後

に
「
執
着
愛
念
ホ
ド
ニ
恐
ル
ベ
キ
事
ナ
シ
」
と
あ
り
、
こ
の
文
を
採
っ
て
「
道
人
は
愛
執

妄
念
お
そ
る
べ
し
」
と
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
。

∞
「
た
と
ひ
財
宝
を
み
ち
み
ち
て
持
と
も
、
心
の
色
な
く
、
い
や
ま
し
に
む
き
ぶ
り
、

あ
き
た
れ
な
き
は
と
め
る
に
は
あ
ら
ず
、
ま
つ
し
き
な
り
。
よ
ろ
っ
我
心
に
た
り
ぬ
と
お

も
ふ
人
は
ま
っ
し
く
と
も
と
め
る
な
り
。
」
に
は
、
『
沙
石
集
』
巻
四
、
巻
十
の
中
の
次

の
各
個
所
を
該
当
個
所
に
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ゆ

い

け

う

に

い

は

〈

ち

そ

〈

ま

ず

L

と

ふ

ち

そ

〈

K
む

ω「
遺
教
云
、
知
足
a
/
人
ハ
、
貧
土
玄
ヘ
ド
モ
富
メ
リ
。
不
知
足
ノ
人
ハ
、
富
ト
云

ヘ
ド
モ
貧
シ
」

l
巻
四
の
道
心
タ
ラ
ム
人
執
心
ノ
ゾ
ク
ベ
キ
事
|



8 

ら

く

お

も

砂

て

ら

ML5

M
W

「
世
間
ノ
人
〔
ノ
〕
楽
ト
思
ヘ
ル
事
ヲ
、
ヨ
ク
/
¥
思
ト
ケ
パ
、
顛
倒
ノ
心
ニ
テ
、

お

も

ふ

い

ふ

も

と

た

と

た

ら

と

，

、

〈

る

し

苦
ヲ
楽
ト
恩
也
。
楽
ト
云
ハ
先
ヅ
心
ヲ
モ
チ
テ
本
ト
ス
。
設
ヒ
身
貴
ト
モ
心
苦
ク
ハ

な

し

ま

ず

し

ヤ

ス

ク

た

の

し

に

い

怠

〈

b
そ
く

b

無
ν
由
。
身
貧
ク
ト
モ
心
安
ハ
楽
ミ
ナ
ル
ベ
シ
。
サ
レ
パ
民
耳
、
「
知
疋
ノ
人
ハ
地
ノ
上

ふ

せ

ふ

ち

そ

く

て

ん

ど

う

L
よ

す

は

〔
-
ニ
臥
ド
モ
安
楽
ナ
リ
。
不
知
足
ノ
者
ハ
天
堂
ニ
処
ト
イ
ヘ
ド
モ
心
-
一
不
ν
叶
。
知
足

宮

づ

し

と

め

と

め

ま

づ

し

ま

こ

と

人
ハ
貧
ト
イ
へ
ド
モ
富
リ
。
不
知
足
ノ
人
ハ
富
リ
ト
イ
へ
ド
モ
貧
」
ト
イ
ヘ
リ
。
実
-
一
イ

た

か

ら

ま

ず

し

い

し

ょ

く

ク
ラ
ノ
財
ア
リ
ト
モ
、
不
足
ナ
ラ
パ
会
キ
人
ナ
り
。
僅
-
一
身
ヲ
タ
ス
ク
ル
衣
食
ノ
事
ア
ル

お

も

ひ

と

め

ヲ
、
不
足
ナ
ク
恩
テ
、
望
ム
心
ナ
ク
ハ
富
リ
、
」
1

巻
十
本
の
俗
士
遁
世
シ
タ
ル
事

l

こ
の
ど
ち
ら
に
依
拠
し
た
と
も
判
断
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、
『
遺
教
経
』
に
基
づ
く

両
者
に
共
通
す
る
「
知
足
ノ
人
ハ
貧
ト
イ
ヘ
ド
モ
富
リ
。
不
知
足
人
ハ
富
リ
ト
イ
へ
ド
モ

貧
」
を
踏
ま
え
て
い
る
の
は
確
実
で
あ
る
。

『目覚し草』の典拠について

目
的
「
た
ま
た
ま
さ
と
り
を
う
る
と
い
へ
る
も
、
正
見
の
人
は
械
に
て
、
邪
見
放
逸
成

は
多
し
」た

と
へ

帥
「
輸
は
、
江
河
の
在
所
に
よ
り
て
、
そ
の
名
か
は
れ
と
も
、
同
し
ひ
と
つ
の
水
成
か

こ
と
し
」へ

ん
し
う

付
「
偏
執
を
や
め
て
、
我
有
縁
の
法
を
た
た
一
筋
に
ね
か
ふ
は
よ
し
」

付
「
或
は
山
林
に
引
こ
も
り
、
し
き
み
あ
か
の
水
を
結
ひ
お
こ
な
へ
る
も
、
旦
那
の

き

た

う

も

っ

ぱ

お

ん

や

う

け

ん

祈
麗
を
専
ら
と
し
、
陰
陽
道
を
兼
学
し
て
う
ら
な
ひ
を
こ
の
み
」

し
ゃ
う
け
ん
マ

ν

右
に
掲
げ
た
個
所
は
『
沙
石
集
』
の
、

ωは
「
近
代
ハ
正
ヰ
/
人
稀
エ
シ
テ
」
(
巻
一

の
浄
土
門
ノ
人
神
明
ヲ
軽
テ
蒙
レ
罰
事
)
に
、
同
は
最
ヘ
パ
、
両
部
隊
常
在
所
-
一
名

た

い

む

に

ヲ
立
ル
事
コ
ト
ナ
レ
ド
モ
、
水
体
は
無
二
ナ
ル
ガ
如
シ
」
(
巻
四
の
無
言
上
人
事
)
に
、

も

ん

い

は

く

付
は
「
文
ノ
意
ノ
云
、
我
ガ
説
ク
ト
コ
ロ
ノ
法
ノ
中
ニ
、
有
縁
ノ
法
ヲ
ウ
ケ
ナ
〔
ラ
〕
ヒ

い

づ

れ

し

ゃ

う

じ

テ
、
一
心
ニ
勤
メ
行
ハ
パ
何
ノ
法
モ
生
死
ヲ
イ
ズ
ベ
シ
」
(
巻
五
本
の
学
生
ノ
歌
好
ミ
タ

ど
ん
よ
く

ル
事
)
に
、
村
は
「
出
家
ノ
貧
賎
ナ
ル
ハ
貧
欲
フ
カ
夕
、
智
モ
ナ
夕
、
徳
モ
ナ
シ
。
或
ハ

泊

〈

り

，

グ

ミ

き

た

う

布
施
〔
ヲ
〕
送
テ
導
師
ヲ
望
、
或
ハ
祈
祷
ヲ
コ
ト
ト
シ
テ
財
産
ヲ
ノ
ゾ
ム
」
に
、
そ
れ
ぞ

れ
該
当
す
る
。
と
こ
ろ
で
、

ωか
ら
付
ま
で
は
、
『
目
覚
し
草
』
の
中
で
の
世
相
批
評
の

最
初
に
あ
た
り
、
「
邪
見
放
逸
」
の
僧
侶
の
多
い
現
状
を
難
じ
、
法
花
浄
土
の
宗
旨
争
い

を
批
判
し
、
『
栂
尾
明
恵
上
人
遺
訓
』
か
ら
「
真
信
ど
も
無
て
過
る
法
師
程
に
畏
し
き
大

盗
大
誰
惑
の
者
は
よ
も
俗
家
に
は
在
ら
じ
と
覚
え
侍
ベ
り
」
に
よ
っ
て
「
真
信
な
き
法
師

と
か
の
を
の

ほ
と
証
惑
の
も
の
は
あ
ら
し
と
栂
尾
上
人
は
い
へ
り
」
と
述
べ
て
、
名
利
に
食
欲
に
実
質

守

を
喪
失
し
た
事
態
を
批
難
し
、
「
道
心
は
も
と
よ
り
も
な
し
そ
ら
ひ
し
り
珠
数
の
つ
る
に

て
う
き
世
い
の
れ
り
」
と
上
巻
を
結
ぶ
、
そ
の
叙
述
の
中
に
認
め
ら
れ
る
依
拠
個
所
で
あ

る
。
そ
し
て
、
こ
の
上
巻
の
一
割
の
ス
ペ
ー
ス
を
当
て
た
僧
侶
批
判
の
叙
述
が
実
は
、

『
沙
石
集
』
で
無
住
が
各
巻
の
随
所
で
当
時
の
仏
教
界
を
批
判
し
た
条
、
な
か
ん
ず
く
、

念
仏
門
の
他
宗
邪
見
視
を
批
難
し
た
巻
一
の
浄
土
門
ノ
人
神
明
ヲ
経
テ
蒙
ν
罰
事
の
内

容
、
巻
四
の
無
言
上
人
事
に
お
け
る
執
心
偏
執
の
除
く
べ
き
こ
と
を
説
き
各
宗
の
相
互
誹

誘
を
論
難
し
た
趣
旨
に
依
拠
し
、
そ
れ
を
『
目
覚
し
草
』
中
の
僧
侶
批
判
の
視
座
に
借
り

た
こ
と
を
、
右
の
指
摘
個
所
的
か
ら
村
の
含
ま
れ
た
『
沙
石
集
』
の
叙
述
内
容
を
照
会
し

た
場
合
、
明
瞭
に
指
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
作
者
の
『
沙
石
集
』
へ
の
依
存
度
の
顕
著
さ

を
表
わ
し
て
い
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

骨
「
内
外
の
文
を
学
ふ
輩
も
名
聞
才
学
の
程
は
あ
ら
は
れ
、
ま
こ
と
の
道
に
入
は
稀
な

り
。
先
儒
道
を
た
て
、
文
学
才
学
の
覚
え
あ
る
人
を
き
き
し
に
、
道
を
心
に
か
け
て
修
す

く
わ
う
が
く
は
く
ら
ん

る
に
は
あ
ら
て
、
名
利
を
も
と
め
ん
と
て
広
学
博
覧
を
事
と
し
、
才
学
と
行
跡
と
は
た
か

じ

さ

ん

庁

た

の

ひ
て
、
自
賛
動
他
を
道
と
す
」
は
巻
=
石
禅
師
問
答
是
非
事
か
ら
「
我
国
ノ
学
問
、

め

う

り

し

ん

じ

つ

に

ょ

せ

つ

ぎ

よ

う

L
ゆ

名
利
ノ
為
、
広
学
ヲ
事
ト
シ
テ
、
真
実
ノ
道
ヲ
サ
ト
リ
、
如
説
行
ヲ
修
ス
ル
事
、
中
古

ひ

と

へ

ご

ヨ
リ
ス
タ
レ
テ
侍
ル
ニ
ャ
。
諸
寺
諸
山
ノ
学
問
、
偏
ニ
名
利
ヲ
心
ト
シ
テ
、
解
脱
ヲ
期
ス

ル
士
山
ナ
シ
」
を
基
に
し
た
こ
と
、
ま
た

伺
「
和
歌
の
道
・
:
こ
の
道
に
い
る
人
は
、
自
然
に
み
た
り
か
は
し
き
事
や
み
て
、
花
を

だ

ら

に

詠
つ
れ
は
心
花
と
の
み
な
り
、
邪
念
妄
想
を
の
そ
き
て
、
お
の
つ
か
ら
陀
羅
尼
と
ひ
と

し
ん
め
い
な
う
し
ゅ

し
く
神
明
納
受
の
徳
あ
り
」
は
和
歌
論
上
仏
教
と
和
歌
の
関
係
に
言
及
し
た
う
ち
の
一
つ

の
注
目
す
べ
き
無
住
の
和
歌
陀
羅
尼
論
(
巻
五
本
の
和
歌
ノ
道
フ
カ
キ
理
ア
ル
事
〉
に
依

拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
深
沢
正
憲
氏
が
『
目
覚
し
草
』
の
作
者
の
批
評
家
的
態
度
を
指
摘
し
、
「
-
切

の
伝
統
的
形
骸
的
現
実
へ
の
反
逆
」
を
呈
示
す
る
「
新
し
き
精
神
」
活
動
の
象
徴
と
認
め

と
が

た
「
よ
の
常
、
格
式
を
か
た
く
守
る
も
の
は
、
か
た
く
な
な
る
答
あ
り
。
大
か
た
格
式
し

り
た
ら
ん
後
は
、
折
に
ふ
れ
時
の
よ
う
し
き
を
は
か
り
で
、
必
格
式
に
か
か
は
ら
ぬ
こ
そ

よ
く
格
式
を
し
る
人
な
り
」
の
格
式
論
も
『
沙
石
集
』
巻
十
末
の
「
諸
宗
ノ
旨
ヲ
自
得
シ

オ

ヨ

ヅ

セ

ケ

ソ

ノ

カ

タ

い

ふ

タ
ル
事
」
の
格
式
論
「
凡
世
間
出
世
格
ヲ
コ
エ
テ
格
ニ
ア
タ
ル
ュ
、
ア
タ
ラ
ズ
ト
云
事

ナ
シ
。
格
ノ
中
ユ
シ
テ
格
ヲ
イ
デ
ザ
ル
ハ
、
或
ル
時
ハ
ア
タ
リ
、
或
る
時
ハ
ア
タ
ラ
ズ
。
」

を
採
用
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
う
し
た
事
態
や
先
述
の
僧
侶
批
判
が
『
沙
石
集
』
の
視
座

を
借
り
た
事
態
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
格
式
論
に
新
し
い
批
評
精
神
の
誕
生
を
認
め
る
こ
と
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夫

に
は
疑
念
が
残
る
。

村
「
皆
人
若
か
り
し
時
は
打
暮
し
、
老
て
後
く
や
め
り
。
況
病
す
る
時
は
養
生
の
常
に

お
ろ
か
成
を
悔
み
、
今
は
の
時
は
仏
道
を
し
ら
ぬ
事
を
悼
む
」
は
『
沙
石
集
』
巻
五
本
の

学
生
ノ
歌
好
ミ
タ
ル
事
の
コ
期
ナ
ス
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
ア
ケ
ク
レ
パ
後
ニ
必
ズ
タ
ヤ
ム
ベ

お

い

ふ

L

シ
。
年
老
ヌ
レ
パ
、
若
カ
リ
シ
時
、
ツ
ト
メ
ザ
ル
事
ヲ
タ
ヒ
、
病
ユ
臥
ヌ

ν
バ
、
身
ツ
ツ

ガ
ナ
カ
リ
ジ
時
、
ツ
ト
メ
ザ
ル
事
ヲ
ク
ヒ
、
命
ヲ
ハ
ラ
ム
ト
シ
テ
、
悪
相
現
ジ
、
苦
痛
ニ

ら

う

び

ゃ

う

〈

セ
メ
ラ
ル
ル
時
ハ
、
タ
ト
ヒ
老
ト
病
ト
ア
リ
ト
モ
、
苦
カ
ロ
夕
、
心
ミ
ダ
レ
ザ
リ
シ
時
、

ナ
ド
一
善
ヲ
モ
ナ
シ
、
一
仏
ヲ
モ
念
ゼ
ザ
リ
ケ
ン
ト
、
ク
ヤ
シ
カ
ル
ベ
シ
。
」
に
よ
っ
て

お
り
、帥

「
さ
で
も
世
の
中
の
め
で
た
く
見
ゆ
る
人
は
心
く
は
り
事
し
け
く
志
の
つ
か
る
る
を

忘
れ
て
、
世
に
ま
し
は
り
で
さ
か
し
き
を
楽
と
し
、
高
の
物
も
と
め
た
く
は
へ
ん
と
の
み

巧
て
、
む
さ
ふ
る
心
い
や
ま
し
、
苦
に
く
る
し
み
を
受
か
さ
ぬ
る
を
ほ
ま
れ
と
し
て
」
が

ふ

つ

さ

え

い

ぐ

わ

『
沙
石
集
』
巻
四
、
巻
十
本
に
述
べ
る
「
人
ノ
世
ニ
ア
り
テ
、
富
貴
ニ
ホ
コ
リ
、
栄
花
ヲ

〈

ら

〈

お

も

ひ

b
づ
ら
ひ

愛
ス
ル
ヲ
ミ
ル
ニ
、
苦
ヲ
モ
テ
楽
ト
思
、
煩
ヲ
モ
テ
サ
カ
へ
ト
ス
。
身
大
ナ
レ
バ
事
シ
ゲ

お
そ
h

由

う

け

と

り

シ
。
煩
ヲ
ヲ
タ
恐
ヲ
ヲ
シ
:
・
只
人
事
ヲ
沙
汰
シ
、
人
ノ
煩
ヲ
請
取
、
上
ニ
ツ
カ
へ
下
ヲ

か

へ

り

ま

じ

は

ず

か

え

い

脂

も

ひ

き

わ

が

ふ

顧
三
、
、
世
ユ
随
ヒ
友
ニ
ト
交
ル
、
静
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
モ
テ
栄
ト
恩
、
騒
シ
ト
ヲ
モ
テ
富
ト
ス
。
」

(
巻
四
の
道
人
タ
ラ
ム
人
執
心
ノ
ゾ
タ
ベ
キ
事
)
と
、
巻
十
本
の
先
に
両
書
の
関
係
を
指
摘

し
た
同
の
と
こ
ろ
で
引
用
し
た
個
所
と
を
念
頭
に
置
い
て
述
べ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

邦滞

四

『
心
学
五
倫
書
』
も
し
く
は
『
仮
名
性
理
』
と
の
関
係
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ニ
の
『
宝
物
集
』
と
の
関
係
を
考
証
し
た
中
の
四
番
目
に
掲
げ
た
『
目
覚
し
掌
』
の
免

れ
ざ
る
死
を
述
た
条
で
、
こ
の
条
が
依
拠
し
た
『
宝
物
集
』
の
個
所
を
対
照
し
て
、
『
宝

物
集
』
に
例
示
さ
れ
た
「
額
光
頼
信
」
「
錐
衡
致
頼
」
に
替
え
て
「
平
の
清
盛
、
源
の
頼

朝
」
「
織
田
信
長
、
羽
柴
秀
士
己
を
掲
げ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
際
、
作
者
の
視
座
に

は
『
宝
物
集
』
と
は
別
の
他
の
視
座
が
働
い
て
い
る
こ
と
を
言
い
、
そ
の
視
座
に
は
『
心

学
五
倫
書
』
も
し
く
は
『
仮
名
性
理
』
が
該
当
す
る
ら
し
い
こ
と
を
一
示
唆
的
に
触
れ
て
お

い
た
。
と
こ
ろ
で
、
『
目
覚
し
草
』
は
上
巻
に
、
欲
心
偏
執
を
悟
ら
ず
滅
亡
す
る
愚
か
さ

を
説
い
て
秦
の
始
皇
帝
と
漢
の
高
祖
を
対
比
し
、
『
老
子
』
第
九
運
夷
篇
に
典
拠
を
も
っ

「
功
成
名
遂
て
身
退
は
天
の
道
」
の
生
の
あ
り
か
た
を
述
べ
て
禅
譲
を
説
き
、
「
我
朝
に

も
鎌
倉
の
政
道
久
し
か
り
し
は
、
北
条
家
の
器
量
の
有
物
を
ゑ
ら
ひ
て
執
権
を
お
か
れ
し

ゅ
へ
な
り
。
そ
の
功
名
あ
ら
む
人
は
、
か
ね
て
栄
辱
を
は
か
り
て
そ
の
織
に
な
か
く
か
か

-、， 

P 

は
ら
ず
、
そ
の
身
を
や
す
く
退
へ
し
」
と
執
権
政
治
を
評
価
し
て
い
る
条
を
も
ち
、
こ
こ

に
も
前
述
し
た
視
座
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
政
権
支
配

者
に
対
す
る
『
目
覚
し
草
』
の
視
座
が
『
心
学
五
倫
書
』
(
ま
た
は
『
仮
名
性
理
』
〉
と

同
一
で
る
る
と
認
め
る
理
由
は
、
こ
の
書
の
左
に
掲
げ
る
主
張
を
根
拠
と
し
て
い
る
。

「
一
、
後
白
河
の
法
皇
に
て
、
天
照
大
神
の
旋
や
ぶ
れ
き
わ
ま
り
て
、
頼
朝
天
下
を
取

て
、
お
も
て
に
慈
悲
を
ほ
ど
こ
す
道
を
、
た
つ
る
ま
ね
を
し
て
、
心
に
天
下
を
取
、
我
身

の
た
の
し
み
と
す
因
果
に
て
、
其
身
死
す
る
所
さ
だ
か
に
し
れ
ず
。
又
頼
朝
の
子
、
頼
家

は
弟
の
実
朝
に
殺
さ
れ
、
実
朝
は
甥
に
殺
さ
れ
て
、
四
拾
弐
年
に
て
子
孫
ほ
ろ
び
、
天
下

を
う
し
な
い
た
り
。
道
を
知
ら
ず
し
て
、
天
道
お
そ
れ
ず
民
を
苦
し
め
、
一
人
栄
花
に
ほ

こ
る
天
罰
也
。
」

「
て
北
条
時
政
は
、
頼
朝
の
し
う
と
に
て
、
自
然
に
天
下
の
権
を
取
て
、
百
年
余
治

め
た
り
。
時
政
よ
り
も
三
代
、
泰
時
と
西
明
寺
、
此
二
人
道
の
お
も
か
げ
を
す
こ
し
ば
か

り
、
信
じ
行
ひ
た
る
人
に
て
、
此
二
人
泰
時
.
天
照
大
神
の
錠
を
守
り
て
、
天
下
の
万
民
を

憐
み
、
栄
花
を
な
さ
ず
し
て
、
家
居
を
も
そ
さ
う
に
し
て
、
つ
い
ち
な
ど
も
こ
.
ほ
れ
落

て
、
往
来
の
人
の
見
入
る
ば
か
り
、
あ
さ
は
か
な
り
。
・
:
加
様
の
心
の
と
く
つ
も
り
で
民

を
憐
み
、
天
道
に
叶
ひ
て
、
百
年
余
治
り
た
り
。
」

『
心
学
五
倫
書
』
は
、
大
体
に
お
い
て
朱
子
学
を
踏
ま
え
て
、
儒
教
の
明
徳
・
誠
・
敬

・
五
常
五
倫
を
説
き
、
天
道
を
論
じ
、
仏
教
・
出
家
を
難
じ
て
神
儒
一
致
を
述
べ
て
、
誠

・
正
直
、
慈
悲
に
よ
る
政
道
論
を
展
開
し
た
著
述
で
、
成
立
は
、
石
毛
忠
氏
に
よ
れ
ば
、

慶
長
五
年
以
後
元
和
五
年
以
前
と
推
定
さ
れ
、
慶
安
か
ら
寛
文
頃
の
成
立
と
見
ら
れ
る

『
仮
名
性
理
』
が
『
心
学
五
倫
書
』
と
ほ
と
ん
ど
同
一
内
容
を
も
っ
と
こ
ろ
か
ら
『
心
学

五
倫
書
』

i
『
仮
名
性
理
』
の
過
程
が
推
測
さ
れ
、
さ
ら
に
『
本
佐
録
』
へ
と
い
う
影
響

関
係
か
ら
、
こ
の
書
の
広
範
な
流
布
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
『
日
本
思
想
大
系
藤
原

爆
窟
・
林
羅
山
』
解
説
)
そ
し
て
、
上
に
掲
げ
た
両
書
の
成
立
期
と
、
『
目
覚
し
草
』
の

先
に
引
用
し
て
お
い
た
献
や
こ
れ
に
添
え
ら
れ
た
光
広
識
語
中
の
「
寛
永
第
二
季
春
日
」

や
刊
記
「
慶
安
二
回
歳
仲
裏
目
」
を
考
え
た
場
合
、
『
心
学
五
倫
書
』
に
『
目
覚
し

草
』
が
接
触
を
も
ち
う
る
圏
内
に
位
置
し
て
い
た
と
見
倣
す
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
し
た

が
っ
て
、
『
心
学
五
倫
書
』
の
、
後
白
河
法
皇
頼
朝
を
北
条
政
権
と
対
比
し
て
「
道
」
を

知
ら
ぬ
為
政
者
と
し
て
評
価
し
た
儒
教
の
視
座
と
『
目
覚
し
草
』
の
そ
れ
が
軌
を
一
に
し

て
い
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
し
か
も
ま
た
『
目
覚
し
草
』
の
始
皇
帝
と
高
祖
と
を
対

比
し
た
叙
述
が
『
心
学
五
倫
書
』
に
お
い
て
、
葬
舜
の
道
を
説
い
て
、
両
者
を
対
比
し
て

評
し
た
叙
述
と
同
内
容
で
あ
る
こ
と
、
『
目
覚
し
草
』
の
主
君
論
が
儒
教
思
想
に
基
づ
い

秋田高専研究紀要第11号
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て
い
る
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
『
目
覚
し
草
』
の
『
心
学
五
倫
書
』
受
容
は
十
分
に

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
両
書
の
関
係
の
密
接
さ
を
確
実
視
さ
せ
る
の
は
『
目
覚
し
草
』

の
次
の
禅
譲
に
つ
い
て
の
文
章
の
存
在
で
あ
る
。

た

う

げ

う

し

ゅ

ん

か

う

「
膚
霧
は
位
を
舜
に
ゆ
っ
り
、
舜
ま
た
夏
の
爵
に
ゆ
っ
り
し
を
、
め
で
た
き
世
の
た
め

し
と
い
へ
り
」
の
こ
の
文
章
の
「
!
と
い
へ
り
」
に
留
意
す
れ
ば
、
こ
の
文
章
は
、
発
舜

の
道
を
記
し
て
「
め
で
た
き
世
の
た
め
し
」
と
述
べ
た
書
の
存
在
を
語
り
、
そ
の
書
を
受

容
し
て
い
た
事
情
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
書
と
は
、

「
帝
発
と
云
は
、
唐
四
百
余
州
の
主
に
て
聖
人
な
り
。
舜
と
申
も
天
子
に
て
聖
人
な

り
。
・
:
天
下
の
万
民
を
撃
す
の
ご
と
に
し
給
ふ
。
此
徳
に
よ
り
て
何
万
何
千
と
云
限
な

く
、
目
出
度
御
代
の
た
め
し
に
は
あ
ふ
ぎ
奉
る
。
」

と
説
い
た
『
心
学
五
倫
書
』
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
両
書
の
密
接
な
関
係
を
決
定
的
と

思
わ
せ
る
に
十
分
で
あ
る
。
た
だ
、
『
心
学
五
倫
書
』
は
こ
の
文
章
で
禅
譲
に
つ
い
て
は

触
れ
て
い
な
い
。
が
、
天
の
本
心
を
説
い
た
条
で
、
許
由
へ
の
発
の
禅
譲
に
つ
い
て
の
故

事
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
『
仮
名
性
理
』
は
「
中
の
-
字
を
以
て
道
統
の
伝
を
」
継
ぐ
こ

と
を
説
い
て
「
天
下
伝
授
之
辞
」
と
題
し
て
い
る
こ
と
、
『
仮
名
性
理
』
の
大
き
な
影
響

を
受
け
て
成
立
し
た
『
本
佐
録
』
が
禅
譲
を
明
確
に
論
じ
て
い
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
、

禅
譲
論
が
『
心
学
五
倫
書
』
を
源
泉
と
し
た
近
世
初
期
の
儒
書
に
お
け
る
典
型
的
思
想
で

あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
『
心
学
五
倫
書
』
の
思
想
が
『
仮
名
性
理
』
↓

『
本
佐
録
』
と
い
う
過
程
で
明
瞭
化
さ
れ
て
き
た
結
果
と
も
言
え
る
。
と
言
う
の
も
先

に
掲
げ
た
政
権
支
配
者
に
対
す
る
評
価
の
視
野
に
、
『
本
佐
録
』
に
至
っ
て
、
「
信
長
・

大
閤
杯
い
ふ
人
:
・
花
美
を
極
め
、
む
ご
き
心
根
、
私
欲
に
ふ
け
り
、
容
を
極
て
、
万
民
を

く
る
し
ま
し
め
て
、
.
米
道
に
そ
む
く
ゆ
へ
に
、
皆
一
代
に
て
亡
び
た
り
。
」
と
置
い
た
こ

と
に
明
瞭
化
の
過
程
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
『
心
学
五
倫
書
』
を
受
容
し

た
書
に
と
っ
て
は
『
心
学
五
倫
書
』
の
論
ず
る
思
想
の
脈
絡
を
必
然
的
に
顕
在
化
に
導
い

て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
い
力
を
『
心
学
五
倫
書
』
は
臓
し
て
い
た
と
一
言
え
る
の
で
は
な
い

か
。
だ
か
ら
、
『
目
覚
し
草
』
も
こ
う
し
た
道
筋
を
必
然
的
に
通
っ
た
結
果
で
あ
る
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
『
目
覚
し
草
』
に
お
け

る
視
座
は
『
心
学
五
倫
書
』
に
典
型
的
に
表
わ
れ
て
い
る
儒
教
思
想
を
受
容
し
て
得
た
も

の
と
認
め
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
『
目
覚
し
草
』
に
お
け
る
世
相
批
判
に

は
『
心
学
五
倫
書
』
に
主
張
さ
れ
た
論
説
、
批
判
の
視
座
と
軌
を
一
に
し
、
内
容
を
同
じ

く
す
る
叙
述
を
多
く
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
こ
う
し
た
両
書
の
関
係
を

詳
細
に
対
照
で
き
な
い
こ
と
は
残
念
だ
が
、
『
心
学
五
倫
書
』
と
の
関
係
は
明
ら
か
で
あ

『目覚し草』の典拠について

~ 

る
と
思
う
。五

、
お

り

わ

『
目
覚
し
草
』
の
叙
述
内
容
が
、
『
徒
然
草
』
や
『
方
丈
記
』
と
の
影
響
及
び
依
拠
の

大
き
さ
を
も
含
め
て
、
以
上
考
証
し
て
き
た
三
番
に
依
存
す
る
こ
と
大
き
く
か
っ
顕
著
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
書
の
作
者
に
と
っ
て
、
そ
の
叙
述
内
容
は
、
表
面
的
で
あ
っ
て
、

そ
れ
を
「
新
し
い
」
批
評
精
神
の
発
動
で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。
そ
れ
な
ら

ば
、
自
己
の
叙
述
内
容
を
ほ
と
ん
ど
全
て
他
書
に
倣
い
書
く
と
い
う
こ
と
に
何
を
作
者
は

求
め
た
の
か
、
こ
れ
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
、
論

じ
よ
う
と
思
う
。
な
お
、
一
で
言
及
し
た
『
太
平
記
』
と
『
十
訓
抄
』
、
ま
た
『
新
古
今

集
』
か
ら
の
訓
歌
と
い
っ
た
依
拠
に
関
し
て
も
、
紙
幅
の
関
係
で
省
略
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
っ
た
。
こ
れ
も
他
日
を
期
し
、
こ
の
稿
で
は
依
拠
し
て
い
る
事
実
の
み
を
触
れ
て

お
く
こ
と
に
す
る
。

註
記
『
目
覚
し
草
』
本
文
は
『
近
世
国
文
学
』
(
第
一
輯
)
所
収
の
深
沢
正
憲
氏
翻

刻
を
基
に
し
、
『
近
世
文
学
資
料
類
従
』
影
印
(
仮
名
草
子
編
日
)
を
適
宜
参
照
し
た
。

ま
た
『
沙
石
集
』
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
に
、
『
心
学
五
倫
番
』
、
『
仮
名
性
理
』
、

『
本
佐
録
』
は
『
日
本
思
想
大
系
、
藤
原
櫨
寵
・
林
羅
山
』
所
収
に
従
い
、
証
歌
に
つ
い

て
は
『
国
歌
大
歌
』
所
収
の
歌
集
に
従
っ
た
。

(sm
・
叩
・
到
成
稿
)

昭和51年2月
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